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ICA 大会 修復ワークショップ 
「被災⽂書の復旧」 

国⽂学研究資料館の研究者及び国⽴公⽂書館の 3 名の専門家が、実践的なワークショップを通じ
て、特に自然災害時の⽔損資料に対する最新の修復⼿法に関してご紹介します。 
⽇時︓ 9 月 6 日（火）09:00-12:30 
会場︓ 307A 会議室 
内容︓ 講演 (30 分) 高科 真紀 ／ 国⽂学研究資料館 プロジェクト研究員 

演習 (180分) 阿久津 智広・浅場 沙帆・永井 泊 ／ 国⽴公⽂書館 業務課 修復係
 

◎要事前予約（ICA 大会ホームページよりお申込みください）◎ 
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